
2019年7月28日 かくたこども＆アレルギークリニック 院長角田和彦

子どもの免疫を脅かす有害化学物質
イソシアネート・ビスフェノールA

ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議年次総会記念講演会

香害被害 イソシアネートの抗体が増えている



最近、人工的で強い香りを発する化粧品やシャンプー、柔軟仕上げ剤、
芳香剤などを使用する人が増えてきた。
○これらの香りは知覚神経を刺激し、

●過敏でない人には和らいだ気分を作り出すが、
●敏感な人では神経系が過剰に反応し、

神経症状（頭痛、吐き気などの化学物質過敏症症状）や
アレルギーの誘発（じんましん、かゆみ、鼻炎の悪化など）、
気道の過敏性の悪化などを引き起こす

○ラベンダーオイルなど香りを含む物質自体がアレルギーを起こす
○小児では、神経系の発達への影響（多動など）、

味覚や臭覚の発達異常を起こす可能性がある
○一部の香料には環境ホルモン作用、発がん性・変異原性がある

天然のほのかな柔らかい香りが大切

ジャコウの香りの元であるムスクは容易に血液脳関門を通り抜けて、脳
内に蓄積することがわかっています。

人工香料 --- 香害



人工香料の問題点

最近、人工的で強い香りを発する化粧品やシャンプー、柔軟仕
上げ剤、芳香剤などを使用する人が増えてきた。

人工香料は、頭痛や吐き気、咳、痰、鼻汁、粘膜充血、粘膜浮
腫など

神経系の過敏、粘膜系の過敏状態を起こす。

さらに大きな問題点

香りを長持ちさせるため、強力な感作物質であるイソシ
アネートが揮発するマイクロカプセルが柔軟仕上げ剤や
消臭スプレーなどに使われ、環境中に増加している



マイクロカプセル
香料の効果を長続きさせるため、数ミクロンから50ミクロン程度
の樹脂性カプセル
たたいたりこすったりするとカプセルが壊れて香料が飛び散る

カプセルの壁材がウレタンの場合、毒性が強いイソシアネート
（ウレタン樹脂の原料）が揮発する。

イソシアネート ----- 極微量で感作される易感作物質。
カプセルの壁材にはメラミン樹脂、デキストリンなどがあるが

ウレタン製のものが性能がよいため、
柔軟仕上げ剤や消臭スプレーなどで使われている

日常生活でのイソシアネート濃度が
TLV（職場環境平均許容濃度）を超えはじめている。

人工香料とマイクロカプセル



皮膚・粘膜障害、呼吸器障害、神経障害、発がん性



イソシアネートに
は様々な種類が
ある

今回はトルエンジ
イソシアネート
（TDI)を検査した



イソシアネート使用製品の例

• 道路舗装工事（改質アスファルト・改質コンクリート）

• 水道管工事（シール材）、配管工事（断熱材・継ぎ目パッキング）

• 屋根・屋上・外装塗装（塗料・防水材料・改質漆喰）

• 農薬・肥料（長持ち効果マイクロカプセル・造粒・水懸濁分散性）

• 柔軟剤・消臭剤（香料の長持ち効果・繊維付着性のマイクロカプセルなど）

• 消臭剤などのスプレー剤（成分の安定長持ちのマイクロカプセルなど）

• タイヤその他のゴム製品

• 繊維の防水・形状記憶・起毛など、敷物の滑り止め裏打ち材（セーター、雨具、アイロン
不要の繊維製品、伸縮性デニム等の混紡、毛羽立てた木綿の起毛等の繊維製品、寝具
のクッション、合成皮革などの家具）

• マットレス・バンパー・緩衝材・壁紙・床材・合板接着など

• プリンタインク、接着剤など文具

• 点滴チューブ、防水シートなど医療シートなど

残留モノマーの揮発、分解後の揮発

絵でとく日本におけるイソシアネートのすべて 2019 VOC研究会 より

身の周りの様々なものに使われている



床下のシロアリ駆除：有機リン系、カーバメイト系、

ピレスロイド系殺虫剤

ネオニコチノイド系殺虫剤

タタミ：有機リン系殺虫剤
ジュータン等：揮発性有機化合物

壁・天井：合板・接着剤からホルムアルデヒド

壁紙からフタル酸など可塑剤

接着剤→イソシアネート

家具：合板・接着剤からホルムアルデヒド

塗装：トルエン・キシレンなど揮発性有機化合物

接着剤・塗料→イソシアネート

モニター：有機リン系難燃剤
有機臭素系難燃剤
臭化ダイオキシン類

ウレタン樹脂→イソシアネート

家屋・家具から揮発する化学物質

ワックス：有機リン系化学物質

床：合板・接着剤からホルムアルデヒド
塩ビ製床材から２-エチル-１-ヘキサノール

塗装：トルエン・キシレン等揮発性有機化合物
塗料→イソシアネート

ウレタン発泡断熱材
→イソシアネート



殺
虫
剤

室内の化学物質
タバコの煙

ダイオキシン
ベンゾピレンなど

衣類防虫剤
パラジクロロベンゼン

ピレスロイド

クリーニング液
テトラクロロエチレン

塩ビ製おもちゃ
フタル酸エステル

蚊取線香・マット・リキッド
ピレスロイド

トイレ防臭剤
パラジクロロベンゼン

殺虫剤
ピレスロイド
有機リン系化合物など

人工香料・消臭剤・接着剤
柔軟仕上げ剤・合成洗剤

マイクロカプセル

→イソシアネート

接着剤・化粧品・塗料
フタル酸エステル
揮発性有機化合物
日焼け止めクリーム
ベンゾフェノンなど

ストーブ・コンロの
排気ガス

パソコンなど電気製品
トルエン、フェノール、
エチルヘキサノール等

ポリカーボネイト食器
ビスフェノールA

テフロン加工過熱
フッ素化合物

教科書・雑
誌・本など

ウレタン樹脂製品
ウレタン塗料

→イソシアネート

伸びる素材
ポリウレタン

→イソシアネート



木材防腐剤
有機リン系化合物

殺虫剤
有機リン系化合物
ネオニコチノイド系
カーバメイト系
マイクロカプセル→イソシアネート

除草剤
含リンアミノ酸系除草剤（バスタ、ラウンドアップ）など

ディーゼル車排気微粒子DEP

屋外の化学物質

廃棄物処理施設・工場・事業所・家庭焼却炉の
焼却灰・煙

工事現場：塗料・接着剤・シール剤
マイクロカプセル→イソシアネート



トルエンジイソシアネート（TDI）

• 長期吸入指針値RfC 0.00001ppm（0.01ppb）

• 職場環境許容値 ACGIH(アメリカ合衆国産業衛生専門官会議）

TLV（職場環境平均許容濃度）0.001ppm (1ppb)

瞬間値 0.005ppm (5ppb)

2017年許容濃度が引き下げられた

トルエン TLV （ACGIH） 20ppm（20000ppb）

イソシアネートの許容濃度は極微量に設定されている



2016/3/28

カリフォルニア州環境保健有害性評価局（OEHHA)は
Air Toxics Hot Spots Programで使用するトルエンジイソシアネート（TDI)
とメチレンジフェニルジイソシアネート（MDI)の新しく修正された基準曝
露量（REL)を採用。

RELは過敏集団を含む一般集団における特定の曝露期間において、
健康への悪影響をもたらすと予想されない空気中化学物質濃度。

トルエンジイソシアネート（TDI）
急性REL（1時間曝露）：2μg/m3（0.3ppb）
8時間REL（繰り返し8時間曝露）：0.015μg/m3（0.002ppb）
慢性REL（長期曝露）：0.008μg/m3（0.001ppb）

メチレンジフェニルジイソシアネート（MDI)
急性REL（1時間曝露）：12μg/m3（1.2ppb）
8時間REL（繰り返し8時間曝露）：0.16μg/m3（0.015ppb）
慢性REL（長期曝露）：0.08μg/m3（0.008ppb）



TLV（職場環境平均許容濃度）：1ppb

TDI:急性REL（1時間曝露） ：0.3ppb
許容濃度を超えている



マイクロカプセルの動き
• 柔軟仕上げ剤付属のキャップ1杯に

マイクロカプセル約1億個

• 8割以上は下水に流れる

• 洗濯ものを干すと、衣類の乾燥とともに

周囲に多量に飛散

• 乾燥後は繊維に固着または剥離して周囲に飛散

• 繊維に固着したマイクロカプセルは香料放出後も繊維
に固着し、洗っても取れない

• ホコリをこすって香料の臭いが出る場合はホコリの中
にマイクロカプセルが存在している



労災疾病臨床研究事業--化学物質特異的IgGのアレルギー診
断と曝露モニタリングへの有用性に関する調査

-平成26 年度総括･分担研究報告書
-----研究代表者辻真弓（2015年4 月）

鹿児島県南九州市の一般住民（N=191）中

イソシアネート（TDI） IgE 抗体陽性者は0 人であることが
報告されており、

2014年には一般住民での感作はあまり起きていないと考えられる

化学物質（樹脂）取扱い作業者を含む事業所従業員81人中
TDI（トルエンジイソシアネート）特異的IgG 抗体性者は20 人（25％）
TDI（トルエンジイソシアネート）特異的IgE 抗体性者は 2 人（2％）
HDI（ヘキサメチレンジイソシアネート）特異的IgG 抗体性者は 2 人（2％）



トルエンジイソシアネート（TDI)IgE 陽性者が増えてきたため、
2019/1より（TDI)IgEをルーチン検査とし、アレルギー検査希望者全例
で検査を実施した 検査期間 2019/1-2019/5
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検査を実施した症例の疾患

気管支喘息

なし あり 計

アトピー性皮膚炎

なし 27 7 34

あり（重症） 196（16） 90（2） 288

計 223 99 322

気管支喘息なしかつアトピー性皮膚炎なし例
＝アレルギー性鼻炎、じんましんなどの例
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若い人を中心に0歳から70歳代まで
陽性者が多数いることが分かった



イソシアネート（TDI)IgE 症例数 ％

陽性者 ＞0.34 35 10.9 

0.10-0.34 56 17.4 

陰性者 ＜0.10 231 71.7 

計 322 

10.9％で陽性 28.3％で上昇



香料に過敏な人はイソシアネート（TDI）IgEが上がりにくい
--- 逃げているから （TDIIgEは曝露がなくなると低下する）

または IgEの反応ができない

人数
TDIIｇE

1.0以上人数
イソシアネート
(TDI) IgE価

化学物質過敏症
（香料に反応）

7 1 0.11

香料に反応 6 1 0.17

塗装、プラスチック
製造・販売

2 1 0.48
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イソシアネート（TDI）IgE値と柔軟剤使用中止後の年数

10年以上

N=322

中止後の年数が多いほど低い傾
向があるが、

使用していなくてもTDIIgEは上昇
柔軟仕上剤以外や
自宅外で曝露されている可能性

UA/ml
初診時より柔軟仕上剤の使用中止をお願いしている



－平均値

0.11 0.11
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

イソシアネート(TDI) IgE価

基準値0.34以下

気管支喘息なし平均値

気管支喘息あり平均値

気管支喘息なし 気管支喘息あり

イソシアネートTDI IgE値と気管支喘息

TDI IｇE値

N=223 N=99

N=322
有意差なしP＝0.84

気管支喘息の有無では差がない



－平均値

0.03
0.09

0.6

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

イソシアネート(TDI) IgE価 基…

アトピー性皮膚炎なし アトピー性皮膚炎 重症アトピー性皮膚炎あり
（重症例除く）

イソシアネートTDI IgE値とアトピー性皮膚炎重症度

N=34 N=270 N=18

N=322

P=0.12 ***有意差ありP＜0.001

P=0.059UA/ml

皮膚の病変面積
が広い重症例は

イソシアネート
（TDI）IgE値が高い
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N=322P=0.25 ***有意差ありP＜0.001

P=0.145

総IgE値 Ua/ml

アトピー性皮膚炎で
は重症になるほど総
IgE値が高くなる
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相関係数 0.86
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イソシアネート(TDI)IgE値が高い人は総IgE値が高い

高い相関があり、
イソシアネートが
総IgE値を引き上げ
ている可能性がある
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N=90N=196

N=286

P=0.286IU/ml

気管支喘息を合併し
ている例では総Ｉｇ
Ｅ値が高い傾向----
ダニなどの影響も考
えられるが
イソシアネートが
総IgE値を引き上げ
ている可能性もある



IgEが主体のアレルギー反応とは？

哺乳動物が進化の過程で獲得した

毒物・化学物質を避け

身を守るための防衛手段



感作と発病

感作：激しいアレルギーを起こす前の段階

原因となる物質

感作

この物質は危険
と体が判断

アレルギーを起こ
す準備状態

アレルギー症状
の出現

体の防衛反応

発病繰り返し

接触・吸入・摂取

原因物質

再度の接触・吸入・摂取

過剰なアレルギー反応が
強烈に全身に起こると

アナフィラキシー

アレルギーは毒物を検出して
避けるための免疫

接触がアレルギー発
病の引き金になるこ
とが多い



K.Kakuta

組織内に侵入した抗原 IgE

肥満（マスト）細胞

化学伝達物質（ケミカル
メディエーター）の放出

ケミカルメディ
エーター

脱顆粒



K.Kakuta

分泌亢進
鼻水・痰
水様下痢

かゆみ
ピリピリ感

灼熱感

気管支喘息
胸痛

下痢
腹痛

神経過敏

気管支収縮

腸管ぜん動運動亢進

肥満細胞



生物の進化

酸素の毒

生物が作り出す毒

人工化学物質の毒

鉱物の毒

原始的な免疫

進化した免疫
アレルギー反応

IgE

常に環境との闘い

カビ毒、ハチ毒

ヘビ、クラゲ、
寄生虫など



KK2000/11

動物

酸素を利用（呼吸）

植物

酸素の毒性（活性酸素）を利用（生体防御）

酸素の毒性（活性酸素）を処理

酸素

二酸化炭素

オゾン層の形成

水

太陽光線

有機化合物：生物たちの
エネルギーとなる

紫外線を減少させる

光合成

低分子
抗酸化物質



外界 体内

免疫
アレルギー

異物
栄養・ビタミンなど
生体にとって有益

利用

化学物質や毒
素など生体に

とって有害

消化・酵素に
よる処理

処理できず

排出

体内侵入を阻止

アトピー性皮膚炎

アレルギー



下等動物 高等動物

死亡

病気

死亡

神経・内分泌・免疫

アレルギー

アレルギーは哺乳動物がもつ防衛反応

神経・内分泌・免疫

病気

環境中の毒性物質・環境汚染化学物質 避ける防衛反
応としてIgEは
進化の過程で
哺乳類が獲得



下等動物 哺乳動物

アレルギーは哺乳動物がもつ防衛反応
避ける防衛反応
としてIgEは進化
の過程で哺乳類
が獲得

母親

卵

卵の中で発育

卵を体外へ

母親

卵

卵は体内

孵化

子 子

母親の子宮内で
発育

多く生んで少
数が生き残る

少なく生んで、
しっかり育てる



下等動物 哺乳動物

アレルギーは哺乳動物がもつ防衛反応

避ける防衛反応としてIgEは進化
の過程で哺乳類が獲得

母親

子 卵は体外

母親
子

母親は原始的な免
疫で異物を排除

母親が原始的な免疫を働か
せると流産してしまう

原始的な免疫（細胞性免疫）を抑
制し、新たな免疫を進化させた

半分は遺伝子が違う
子が体内に

アレルギーの子どもたちと同じ状態

毒物が体内に入らない
ようにして胎児を守って
いる

IgEを介した反応は短時間
で現れるため原因物質を認
識することができる



アレルギー疾患の病態

免疫力（体を環境中の細
菌・ウイルスなどの病原体
から守る力）の低下がある

低下した免疫力を補い毒物を体内に入
れないためにアレルギー反応が強くなる

＝妊娠中の母親の免疫状態と同じ

環境中の
化学物質
の影響



1998/12

防衛反応としての
アレルギー反応

暴走したアレルギー
＝アレルギー性疾患

アナフィラキシー
じんましん
気管支喘息
食物アレルギー
アレルギー性鼻炎
アレルギー性結膜炎
アトピー性皮膚炎
扁桃腺肥大など

いやな匂い
いやな感じ
鼻水・くしゃみ
咳・痰
嘔吐・下痢
湿疹・かゆみなど

避ける反応

例えば、蛾が嫌い＝蛾のアレル
ギーのことが多い。動物的直感
はこの範疇に入ると思われる

異物・病原体に対す
る防御力（免疫力）
の不足

神経・内分泌の異常

感染しやすさ
急性肺炎
急性気管支炎
急性中耳炎
扁桃腺炎
とびひなど

成人病・癌
神経や内分泌の
異常など

アレルギー疾患の病態

化学物質過敏症も一種の防衛反応
--毒物の臭いを識別して避けることで体を守ってる



牛
乳

卵・ブロイラー肉
女性ホルモン含有
有機塩素系化合物
ダイオキシン・PCB汚染
油脂に脂溶性環境汚染化学
物質を蓄積

食物アレルギーの原因食物＝環境汚染化学物質の残留がある
化学物質（毒物）が残留する物質に対してIgEは高値になる

牛乳・牛肉
女性ホルモン含有
トランス脂肪酸含有
有機塩素系化合物
ダイオキシン・PCB汚染
油脂に脂溶性環境汚染
化学物質を蓄積

小麦
輸入小麦に有機リン系殺

虫剤が残留
（とくに学校給食のパン）
パン食にすると副食としてバ
ターやチーズ、牛乳、卵など
の油脂類を摂取

魚貝類
有機塩素系化合物ダ
イオキシン・PCB など
脂溶性環境汚染化学
物質
有機スズ化合物
有機水銀汚染

その他

アニサキス

ラパス貝

ピーナッツ

ソバ

エビ

ゴマ

ココナッツ

コショウ

クルミ

イカ

バナナ

ニンニク

チョコレート

イクラなど



自閉症スペクトラム障害や
ADHD、統合失調症などを起こ
す環境化学物質

＝

アレルギーの子どもたちがアレ
ルギーを起こして避けようとし
ている環境中・食品中に含まれ
る化学物質



K.Kakauta

有機塩素系化合物摂取量
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HCB
Heptachlor epoxide
Dieldrin
Total-DDT
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松田りえ子ら：H14年度厚
生労働科学研究　日常食
の汚染物質摂取量及び汚
染物モニタリング調査研究

有機塩素系化合物一日摂取量

水酸化ＰＣＢや有機塩素系殺虫剤は

小児の神経発達を障害することがわかっている

アレルギーを起
こしている食材
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H13年度厚生労働科学研究　ダイオキシン一日摂取量（トータルダイエット）調査

H13年厚生労働科学研究費補
助金（食品・化学物質安全総合
研究事業）
分担研究報告書

ダイオキシンの汚染実態把握及
び摂取低減化に関する研究：ダ
イオキシン類のトータルダイエッ
ト調査

 豊田正武
　国立医薬品食品衛生研究所

ダイオキシンは免疫に障害 甲状腺ホルモンを低下させ発達障害

アレルギーを起
こしている食材



牛乳・乳製品、卵製品は除去（１２群を０に） 肉は脂身を避け汚染度の高い牛肉・ブロイラーは避
ける（１１群を３分の１に） 魚は汚染が強いものは避け、食物連鎖始まりに位置する小魚を食べる
（１０群を１０分の１に） 油脂は汚染が少ない植物油を使う（４群を２分の１に） 米・野菜・海草は２
倍食べる（１群・７群・８群を２倍に） 小麦は汚染の少ないものを少しだけ食べる（２群を２分の１
に）
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アレルギー用食事療法施行

1群米・米加工品

2群穀類・種実・芋類

3群砂糖・菓子類

4群油脂類

5群豆類

6群果実類

7群緑黄野菜

8群その他の野菜・茸・海草類

9群調味・嗜好飲料

10群魚介類

11群肉類・卵類

12群牛乳・乳製品

13群その他の食品

14群飲料水

2,3,7,8TCDD TEQ pg/day

アレルギー用食事療法施行によるダイオキシン摂取の低下



化学物質の曝露・排泄とアレルギー・アトピー性皮膚炎

アレルギー反応：哺乳動物が進化の末に獲
得した高度な免疫－微量の毒物を含む物質
を認識し、体内への侵入を阻止する反応
ただし、蛋白質が同時に存在しないとアレルギー
を起こすことができない

アレルギーやアトピー性皮膚
炎を起こすことができない人

アレルギーを起こ
すことができる人

アレルギーを起
こして健康を害
する化学物質を
含む物質の体
内侵入を阻止

健康を害する化学
物質を体内に多量
に取り込んでしまう

化学物質過敏症
血管障害
神経障害
精神障害
内分泌障害
発癌
発達障害

体内に入り込んでし
まった脂溶性の化学
物質

皮脂腺より皮脂ととも
に排泄してアトピー
性皮膚炎を起こす

胆汁中に排泄され食
物繊維や葉緑素に吸
着されて体外へ排泄

胎児期の
化学物質曝露

広範性発達障害
注意欠如多動障害

健康な状態を
維持

体内の化学物質を
減少させる

アトピー性皮膚炎を
起こすことができる人

進化→



トランス脂肪酸、過酸化脂質、化学物質で汚染された油脂は、

→皮脂腺から吹き出てアトピー性皮膚炎を起こす

→免疫力が落ちて感染症を起こす（皮膚の感染症）

→耳の下が切れる（耳切れが起こる）

同時に全身では、

細胞膜機能の低下

血管機能の異常

炎症反応の増加

アレルギー反応の過剰 などにより、

アレルギー症状悪化、神経症状悪化、血管収縮の調節障害な
どが起こる

トランス脂肪酸は、アレルギー疾患、虚血性心疾患、認知障害
において影響があることが疫学的に報告されている

耳切れ：変性・汚染され噴出した油脂による炎症？

油脂摂取が改善すると耳切れもなくなる

アトピー性皮膚炎が改善しても耳
切れは最後まで残ることが多い



汗による皮膚の保護と汗によるアトピー性皮膚炎の悪化

正常な汗

皮膚を覆い

外的な刺激から体を守る

トランス脂肪酸、化学物質
などが含まれる汗

噴出した悪い脂肪酸が皮膚の保護・保
湿機能を障害

皮膚に存在する微生物が油脂を分解し
て、多種の脂肪酸を産生

皮膚の保護・保湿機能を障害

皮膚の炎症を起こす

アトピー性皮膚炎悪化

皮膚感染症



アトピー性皮膚炎

体内の有害物質を皮膚から排泄し、からだを守っている

ダイオキシン、PCB、殺虫剤、有機スズ、ヒ素、フッ素などの化学物質

トランス脂肪酸 など

食物繊維、葉緑素を充分食べ、
有害物質を付着して、便から排
泄されると皮膚からの排泄が少
なくなる

汚染された食品を食べなければ、
皮膚からの排泄が少なくなる

アトピー性皮膚炎が軽減

2012年
15歳から76歳（男性1063人、女性1201人）

糖尿病、高血圧、高脂血症ではダイオキシン
が高く、アトピー性皮膚炎では低い



外気から侵入した化学物質

室内のホコリ（繊維、ダニなどの排
泄物や死骸、カビなど）に付着

化学物質を吸着した花粉

吸入、接触
アレルギー

反応の誘発

食品中の化学物質

摂取 → 皮脂腺から排泄
皮膚のカスとともに室内に撒かれる

ダニが化学物質を含む皮
膚のカスを摂取

ダニの糞の中
に高濃度に濃縮

アレルギー
反応の誘発

化学物質を含む食品のカス

吸入、接触

室内で発生した化学物質

環境化学物質の存在場所



脂溶性汚染化学物質・トランス脂肪酸の体内蓄積

皮脂腺からの噴出し

皮膚バリア機能の障害
皮膚の免疫の低下

カビ（マラセチアなど）、細菌の感染
食物、ダニ、花粉、カビ、動物

イソシアネートなどの化学物質との接触

アレルギーの感作・発病

胎盤 母乳 人工ミルク 食物

体を守るため 体内をきれいにする

アトピー性皮膚炎

柔軟剤 リンス 合成洗剤
空中除菌剤

イソシアネートなど
の化学物質

アレルゲンを含まない石鹸の
短時間使用を薦めている

アトピー性皮膚炎では
皮膚のバリア機能が低下
―IgEが陽性になりやすい

必須脂肪酸欠乏

アトピー性皮膚炎では皮膚が化学物質で損傷されIgEが高値になる



アレルギーやアトピー性皮膚炎の人たちは、敏感に環
境中の毒性物質を検知してくれる。

環境中のイソシアネート汚染が悪化している状況が分
かってきたのでそろそろIgEが陽性になるかもしれないと
思い、数例で調べたところ、陽性者が続出した。

そこで2019年1月末から検査のルーチン項目とし、検査
者全員で調べ始めた。その後、次々と陽性者が出てきた。

この陽性になる状況は、ダニや、スギ花粉、マラセッチ
ア（皮膚の常在真菌・酵母）と同じような感じ。つまり、多く
の人が陽性になるパターン。

環境中にイソシアネートがあふれていることを表現して
くれている。



哺乳動物の群れにはセンサーの役割をする個体がいる

哺乳動物の群れ

センサーの役割をする個体

群れ全体が生
存できる方向に

引っ張る

不適切な環境に敏感なアレルギー児たち



Pollaris L et al: Dermal exposure determines the outcome of 

repeated airway exposure in a long-term chemical-induced 

asthma-like mouse model
Toxicology. 2019 Jun 1;421:84-92. doi: 10.1016/j.tox.2019.05.001. Epub 2019 May 6.

最初に皮膚経由でイソシアネート（TDI）に曝露させ（感作）

その後に鼻腔粘膜経由でTDIに曝露させると気管支喘息の病態
（TH2反応と気道過敏性）を作ることができる

皮膚曝露は反復性気道曝露の結果を決定する

鼻腔内曝露（気道曝露）だけでは気管支喘息の病態を作ること
ができない

アトピー性皮膚炎の人を中心に皮膚経由でイソシアネートに感作されている例が増えている
汚染が進めば、イソシアネートで気管支喘息を起こす例がでてくる可能性がある



●アトピー性皮膚炎を有する例で
イソシアネート（TDI)IgE値の高い例が多いことがわかった

●アトピー性皮膚炎が重症（病変面積が大きい）例ほど
イソシアネート（TDI)IgEは高値になる傾向があり、

イソシアネート（TDI)IgE値は総IgE値と相関していた

●環境中のイソシアネート汚染が進行していると考えられる
●環境中のイソシアネートが、

アトピー性皮膚炎の増悪に関与している可能性がある
●イソシアネートにアレルギーを起こした例では、

環境中の極微量のイソシアネートによって
さらに激しく病状が悪化する可能性がある

●今後、感作・曝露が進行すれば呼吸器症状やアナフィラキシーなどの
激しいアレルギーを起こす可能性がある

まとめ



トルエンジイソシアネート（TDI）は
遅くとも2020年、

毒物劇物指定される予定のようです







こどもたちの正常でたくましい発達のためには



お
わ
り


